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アル・シュミットは1950年代から活動していて、グラミー賞を何度

も受賞しているレコーディング・エンジニアです。 

イコライザーをほとんど使わず、マイクの選択とセッティングで音

作りをするため、濁りが少なく透明感のあり分離のいい音を特徴と

しています。 

今日はそんなエンジニアのアル・シュミットが携わった作品を聴い

て、その素晴らしいサウンドを味わってみたいと思います。 

今回紹介するほかにダイアナ・クラール、ナタリー・コール、ジョ

ーサンプル＆ランディ・クロフォードのアルバムなどで、その手腕

を味わうことができます。 

 

 

ジョージ・ベンソン アルバム「ブリージン」(1976)より 『ブリージン』 

アル・シュミットと言えば、プロデューサーのトミー・リピューマとのコンビでた

くさんの傑作を生んでいます。このジョージ・ベンソンのアルバムはアル・シュミ

ット本人も、人生を大きく変えることになったと語っています。 

1976年の作品ですが、今聴いても全然古臭さを感じないサウンドはさすがです。 

このアルバムはグラミー賞６部門受賞、ビルボード・チャートの POP、R&B、ジ

ャズの各部門で同時1位に輝いた歴史的な名盤。 

 

プロデューサー：トミー・リピューマ 

レコーディング＆ミックス：アル・シュミット  マスタリング：ダグ・サックス 

 

 

ジェーン・モンハイト アルバム「Taking a Chance on Love」(2004)より 

 『In The Still Of The Night』 『Taking a Chance on Love』 

このアルバムを聴いてアル・シュミットを再認識しました。とにかく音の良さが味

わえて、楽曲、演奏、歌唱ともに申し分ないすばらしいアルバムだと思います。個

人的にアル・シュミットの録音で好きなのは、弦楽合奏の柔らかい音です。 

『In The Still Of The Night』ではそれが存分に味わえます。 

『Taking a Chance on Love』では各音の分離が良さにより、リズムが際立って躍動

感が味わえます。 

 

プロデューサー：Peter Asher & Al Schmitt 

レコーディング、ミックス：アル・シュミット  マスタリング：クレジット無し 

 

 

サラ・ガザレク アルバム「Yours」(2005)より 『You Are My Sunshine』 

高校生の時の2000年に『エリントン・ジャズ・フェス』で“第1回エラ・フィッツ

ジェラルド賞”を受賞したジャズ・シンガーということで、デビューアルバムにして

プロデュースとアレンジをジョン・クレイドン、レコーディングからミックスまで

をアル・シュミット、マスタリングをダグ・サックスが担当するという、豪華なス

タッフにより気合を入れて制作されたアルバムと言えるでしょう。 

くせのない爽やかな歌声とアレンジのおもしろさが印象に残るアルバムです。 



このアルバムが発売された頃、この手の女性ヴォーカル物がオーガニック系と称され、ちょっとしたブームにな

りました。 

 

プロデューサー：ジョン・クレイトン  レコーディング、ミックス：アル・シュミット 

マスタリング：Doug Sax & Robert Hadley 

 

 

トレインチャ アルバム「Sundays in New York」(2011)より 『恋はまぼろし (feat.フランク・マッコム)』 

タイトルの通りニューヨークを日曜の午後に歩いたら、こんな感じなのだろうとい

う雰囲気が存分に伝わるアルバムから、ゴスペル的な曲調の曲を１曲。 

ブラスセクションは一つ一つの楽器がそれぞれに感じられるくらいクリアな音です

が、それが一体感を持って聴こえるのが驚異的です。コーラスワークの素晴らしさ

も良く伝わってきます。とにかく明るく楽しいアルバムです。 

デジタル録音の良さがとことんまで出ていると思います。 

 

 

プロデューサー：ジョン・クレイトン  レコーディング、ミックス：アル・シュミット 

マスタリング：Sander van der Heide 

 

 

テイラー・アイグスティ・トリオ アルバム「Lucky to Be Me」(2006)より 『Woke Up This Morning』 

メジャー・デビューとなったコンコード第一弾のアルバムで、2006年度のグラミー賞

にて【最優秀インストゥルメンタル作曲部門】【最優秀ジャズ・ソロ・パフォーマン

ス部門】の2部門にノミネートされました。 

珍しくアル・シュミットがプロデュースもしているアルバムで、様々なタイプの曲が

収録されていて幅広い音楽性が感じられる作品です。 

そんな作品の中からジャズファンクのようなテイストが感じられる曲を１曲。 

細かく速いリズムの上を伸び伸びとソロを展開していくのが印象的です。 

ベースがクリスチャン・マクブライド、ドラムがルイス・ナッシュと豪華です。 

 

プロデュース、レコーディング、ミックス：アル・シュミット  マスタリング：ダグ・サックス 

 

 

ブライアン・ウィルソン アルバム「Reimagines Gershwin」(2010)より 『Nothing But Love』 

元ビーチボーイズのリーダーでヴォーカルとベースを担当していたブライアン・ウ

ィルソンがガーシュインをカバーしたアルバムです。誰の曲を歌おうと自分の色に

染め上げてしまう手腕は凄いです。思わず繰り返し聴いてしまう傑作アルバムです。

アル・シュミットはミックスだけの担当ですが、それでもいい仕事をしてます。複

雑なコーラスワークが聴き物です。アメリカのポップソングの良さが凝縮されてい

ると感じられます。 

 

プロデューサー：ブライアン・ウィルソン  ミックス：アル・シュミット 

レコーディング：Mark Linett  マスタリング：Bob Ludwig 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウィリー・ネルソン アルバム「アメリカの歌」(2009)より 『 Baby It's Cold Outside (feat. Norah Jones)』  

 

『Always On My Mind』 

自身が70年代に残した名盤「スターダスト」が発売30周年を迎え、その第2弾的

に制作されたアルバム。完全にノラ・ジョーンズに引っ張られているデュエットと

エルヴィス・プレスリーの名曲のカバーを聴きます。 

リバーブ（残響）をけっこう深くかけているのですが、かけ方が絶妙で音が埋もれ

ることなく、うまく優しい雰囲気を作っているのが素晴らしいです。 

ヴォーカルをとにかく前面に出しているのに、くどく感じられない扱い方が絶品で

す。 

 

プロデューサー：トミー・リピューマ  ミックス：アル・シュミット 

レコーディング：Al Schmitt, Steve Genewick マスタリング：ダグ・サックス 

 

 

松任谷由実 アルバム「そしてもう一度夢見るだろう (AND I WILL DREAM AGAIN.)」(2009)より  

『まずはどこへ行こう』  

アル・シュミットはたびたびＪ－ＰＯＰのアーティストと仕事をしています。 

日本で日本人のエンジニアにより録音を行い、アル・シュミットがミックスを担当

しています。 

このアルバムでも強引な音作りや過剰な作りこみのない、いい意味で力が抜けてい

る感じが好印象です。 

渋いアルバムでかつてのようにインパクトのある曲はないのですが、大人な雰囲気

が全編に感じられる傑作アルバムだと思います。 

この曲はゆうばり国際ファンタスティック映画祭 2009応援イメージソングでした。 

 

プロデューサー：松任谷正隆  ミックス：アル・シュミット  マスタリング：バーニー・グランドマン 

 

 

本日紹介できなかったアルバム以外にもたくさんいい作品がありますので少し紹介します。 

    

左からバーブラ・ストライサンド「Love Is The Answer」 

このアルバムは１枚のものと２枚組みのものがありますが２枚組みのものがおすすめです。 

同じ曲目をオーケストラアレンジをバックにした１枚とダイアナ・クラールのカルテットをバックにした１枚で

２枚組にしているユニークなアルバムです。両方の演奏を聴き比べる楽しみがあります。 

 

ランディ・クロフォード＆ジョーサンプル「Feeling Good」 

ジョー・サンプルは昔からたびたび一緒に仕事をしています。かつて名盤を何枚も一緒に作ったランディー・ク

ロフォードをヴォーカルに迎えた傑作です。これもプロデューサーはトミー・リピューマ 

 

メロディー・ガルドー「My One & Only Thrill」 

ファーストアルバムが全世界的に売れに売れたメロディー・ガルドーのセカンドアルバム。 

独創的な楽曲はこのアルバムでも健在。プロデューサーにラリー・クラインを迎えているので、ストリングスが

聴きものになっています。 



 

ダイアナ・クラール「LOOK OF LOVE」 

アル・シュミットはトミー・リピューマとともにダイアナ・クラールの多くの作品に関わっています。 

数が多いので一つ選ぶのは難しいですが、2001年度グラミー賞 ベスト・エンジニアード・レコーディング ノン・

クラシカル部門を受賞したこのアルバムを紹介します。 

 

 

 

 

本日の再生機器 

本日はＣＤプレーヤーの代わりに、ＰＣを使用したいと思います。 

ＰＣ：レノボ Ｓ１０ｅ  ＤＡＣ：タコ電子ＥＢｉ  ＯＳ：WindowsXP Home 

再生ソフト：foobar2000＋ASIO4ALL 

 

 

 

ＰＣは音楽再生以外の機能をとことん削った状態にして、音質を追求しています。 

ウィンドウズでも極限まで機能を削ると、なかなかの実力を発揮することを感じてもらえたらと思います。 

 

 



 

2010年４月発行 タワーレコードのフリーペーパー「ｉｎｔｏｘｉｃａｔｅ」より 

 

 

２０１１年８月１４日 ＡＡＦＣ例会発表 山崎光明 


